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霧島酒造株式会社（代表取締役社長：江夏順行、本社：宮崎県都城市）、都城森林組合（代表理事組

合長：志々目道夫、本所：宮崎県都城市）、および農林中央金庫（代表理事理事長：奥和登、本店：東京都

千代田区）は 2024 年 9 月 20 日(金)に「都城地域の森林育成への J-クレジット活用に関する連携協定」を

締結いたしました。今後、3 社が連携して J-クレジット制度を活用することにより、森林資源の保全とカーボ

ンニュートラルの実現を推進いたします。 
 

J-クレジット制度とは、森林管理等による CO₂の排出削減量・吸収量を「クレジット」として国が認証する

制度です。本協定は、都城森林組合が創出した森林由来の J-クレジットを、農林中央金庫を介して霧島酒

造が購入し、事業活動におけるカーボン・オフセット(※)に活用することで、CO₂排出量の削減のみならず、

森林や水資源などの自然資本の維持・向上を目指すものです。 
 

近年、宮崎県では、森林所有者の高齢化や経費・労力の負担などにより、伐採後に再造林されない森

林が増加しています。これを受けて県は「グリーン成長プロジェクト」を展開し、再造林率日本一を目標に掲

げるなど、再造林対策を加速させています。都城地域も同様の課題を抱えており、都城森林組合は農林中

央金庫の協力のもと、再造林の低コスト化や民有林における J-クレジット創出を推進しています。霧島酒造

は今後 15 年で、合計 70,000t-CO₂を目標に J-クレジットの購入を進め、都城森林組合がその売却益を

適切な森林管理に使用することで、再造林率の向上に役立てられます。本協定により都城地域の森林に

おいて、年間 50ha の再造林面積拡大を見込んでおります。 
なお、再造林活動によって創出される J-クレジットの活用事例は、宮崎県内では民間企業初となります。

(2024 年 7 月霧島酒造調べ)  
 
 今後 3 社は、J-クレジットの活用を通じて、森林の有する多面的機能を十分に発揮させるべく協力し、健

全な森林育成の推進および脱炭素社会の実現に貢献してまいります。 

 

※ カーボン・オフセットとは、日常生活や経済活動において避けられない CO₂等の温室効果ガスの排出について、排出量に見

合った温室効果ガスの削減活動に投資することなどにより、排出される温室効果ガスを埋め合わせるという考え方です。

 

 

 《 本件に関するお問合せ先 》 
霧島酒造株式会社 企画室 担当：木上、内田 TEL：0986-22-2324 FAX：0986-27-1633 

e-mail：h-kigami@kirishima.co.jp、s-kinoshita@kirishima.co.jp 
農林中央金庫 福岡支店 営業第五班 担当：平林 TEL：（代表）092-271-2114 （直通）050-3853-4909  

e-mail：t-hirabayashi@nochubank.or.jp 
 

 
森林資源の保全と、カーボンニュートラルの実現を目指して 

 

霧島酒造・都城森林組合・農林中央金庫の 3 社で 

「都城地域の森林育成への J-クレジット活用に関する連携協定」を締結 
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＜森林由来 J-クレジット概要（今後発行予定）＞ 

創出者 都城森林組合 

対象森林 組合管内の民有林 

方法論 FO-003（再造林活動） 

認証対象期間 15 年間 

CO₂総吸収量(目標量) 70,000t-CO₂  
 
＜各会社概要＞ 

会社名・代表者 都城森林組合 代表理事組合長 志々目 道夫 

所在地 宮崎県都城市早鈴町 5085 番地 

主な事業内容 ・森林整備事業（再造林、下刈り、枝打ち、間伐） 
・販売、林産、加工事業、スギコンテナ苗生産 等 

 
会社名・代表者 農林中央金庫 代表理事理事長 奥 和登 

所在地 東京都千代田区大手町 1 丁目 2 番 1 号 

主な事業内容 ・JA、JF、JForest の全国金融業務 
・農林水産業者、農林水産業に関連する企業等への融資 等 

 
 

 

 

 

会社名・代表者 霧島酒造株式会社 代表取締役社長 江夏 順行 

所在地 宮崎県都城市下川東 4 丁目 28 号 1 番 

主な事業内容 ・酒類の製造および販売 
・レストラン事業 等 

【J-クレジット活用における 3 社連携イメージ】 

 


